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の中心に¢1mm以下の白色血栓が付着・この隆

起から肛門側に向かって，蛇行する比較的太い静

脈が連糸売していた．これらの内視鏡所見から動静

脈奇形と診断した．2月9日血管造影検査一横行結

腸に流入する右結腸動脈の分枝から造影早期相に

蛇行する静脈が描出され，動静脈奇形と考えられ

た．ハイリスク症例のため16日コイルによる動

脈塞栓術施行した．術後AVM描出されず．22日

CF一棟行結腸の隆起の高さは減じ，項部の白色血

栓と表面の細血管は消失．この隆起から月工門側に

向かって蛇行する静脈も消失．23日から食事開

始．24日退院となった．

4　悪性が疑われた出血性肝嚢胞の1例
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嚢胞腺癌を疑う場合，血中CEA，CA－19－9の

上昇や，画像所見が有用であるが，鑑別が困難な

症例も存在する．今回経過観察中興味ある形態変

化を示し，嚢胸腺痛が疑われた出血性肝嚢胞を経

験したので報告する．

症例は56歳の女性で主訴は背部痛．2000年秋

ころより右背部痛あり．2001年3月30日当院内

科受診．肝右葉に14cm大の単純性嚢胞をはじめ

多発嚢胞を認めた．この際CA19－9は正常であ

り，経過観察となっていた．以後経過観察してい

たが2005年1月CTで肝右葉の嚢胞にのみ，他

の嚢胞とは異なり内容液が高濃度で樹模状の部分

を認めた．嚢胸腺癌を疑われ2005年4月22日外

科紹介された．4月26日右実の嚢胞摘出術，およ

び他の単純性肝嚢胞の開窓術を施行．迅速病理に

て出血性単純性肝嚢胞と診断された．単純性肝嚢

胞の癌化例，穿刺による播種の報告もあり，嚢胞

腺痛が疑われる症例は切除術の適応があると考え

られた．

5　C型慢性肝炎にInterferon（aー2b，Ribavirine

併用療法を施行し漬瘍性大腸炎の増悪を認め
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症例は55歳男性．平成3年5月よりC型慢性

肝炎で当科定期受診していた．平成15年7月軽

度の下血を認め，下部消化管内硯鏡（CF）にて

潰瘍性大腸炎も疑われたが，速やかに改善し確定

診断に至らなかった．平成16年12月，高分化肝

細胞癌に対しラジオ波焼灼療法（RFA）を施行し

た．平成17年1月20日よりPEG－IFNα－2b

lOOmg／weekとRibavirin800mg／day投与開始．

投与3ケ月より再度，下血が出現し，CFでは直

腸から下行結腸に活動期の潰瘍性大腸炎の所見を

呈した．mesalazine3000mg／dayとprednisolone

30mg／dayの内服を再開し，PEG－IFNを中止し

た．1日5－7行の下痢，鮮血便，全身倦怠感，下

腿浮腫，食欲不振，－8kg／1ケ月の体重減少を認

め，5月初旬に入院加療とし改善した．IFN治療

を契機に潰瘍性大腸炎が再燃したと考えられ，

Interferonα－2bとRibavirin併用療法での報告は

本例が本邦初であり報告する．
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【はじめに】Real－timeVirtualSonography

（fNS）は，CTvolumedataから超音波（US）断

層面に対応するMultiplanarreconstruction画像

を瞬時に作成，表示するシステムであり，近年臨

床応用されている．

【目的】肝細胞癌（HCC）の局所治療における

RVSの有用性につき検討する．

【対象】cTで描出されるが，USで認識できな

いHCC計10結節．


